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富士通の変革と
Work Life Shiftの取組み
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Today’s

AGENDA

• 富士通グループの紹介

• Work Life Shift

• 全社変革の取り組み

• 社内コミュニケーションの強化
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1988.3

2014.6 金融システム事業本部長

2016.4 執行役員

2019.1
テクノロジーソリューション部門
グローバルデリバリーグループ長

執行役員常務

2019.3 執行役員副社長

2017.4
グローバルサービスインテグレーション部門
グローバルデリバリーグループ 副グループ長

執行役員

2019.6 代表取締役社長

富士通株式会社入社1988.4

2023.4 代表取締役社長, CEO

（現在に至る）

東京工業大学工学部 金属工学科 卒業
(現 東京科学大学)
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富士通グループ 概要

ビジネス概況富士通の歴史 セグメント別売上比率

2024年度 連結売上収益

3兆5,501 億円

グローバル従業員数（2024年度）

11万3千人

2024年度国内ITサービス市場売上ランキング
出典:IDC Japan

No. 1

本社

川崎市

創立(川崎市)

1935

7.0 %ユビキタス
ソリューション

31.0 %ハードウェア
ソリューション

2024年度調整後当期利益(過去最高益)

2,409 億円

サービス
ソリューション 62.0 %

2024年度

100%0%

サービス ハードウェア
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1935年 通信機器の製造会社として創業

電話交換機
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Fujitsu Kozuchi

(2023年)

1MビットDRAM

(1985年)

富士形3号電話機

(1945年)

FACOM230-10

(1965年)

オフコン

(1974年)

FACOM100

(1954年)

OASYS 100

(1980年)

自動交換機の組立

(1942年頃)

創業(富士通信機製造)

(1935年)

東京証券取引所
arrowhead稼働

(2010年)

FM TOWNS

(1989年)

Uvance発表

(2021年)

256量子ビット
超電導量子コンピュータ

(2025年)

1935 2000 2020201019801970196019501940 1990

1

2

3

4
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Transformation from 
Communication to Computers

Transformation from 
Computers to ICT

Transformation from
ICT to DX

Devices

Platforms

Ubiquitous

Services

H/WCommunications

Computers & information
processing systems

事業変遷

売上(’24年度)
3兆5501億円

売上高
252万円

売上(兆円)

最高売上
5兆4844億円
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・・・etc.

業種間の空白(White space)をつなぐソリューションやサービスを業種横断でグローバルに展開

クロスインダストリーでの課題解決

製造業 物流業 小売業

• SX*オファリングによるクロスインダストリーアプローチ

• クラウド基盤によるグローバル共通サービス

従来

• 業種業務軸の商品

• お客様ごとの個社対応ビジネス
*SX: Sustainability Transformation

On-premises
/ Cloud

標準化 On Cloud

Key Technologies

クロス
インダストリー
オファリング

商社 医療

金融

サービス

運輸 食品小売

ヘルスケア

行政

製造

On-premises
/ Cloud

On-premises
/ Cloud

ヘルスケア

Sustainable
Manufacturing

Trusted 
Society

Consumer
Experience

Healthy 
Living

White
space

White
space

White
space

On-premises
/ Cloud

製造業向け
ソリューション

小売業向け
ソリューション

流通業向け
ソリューション

ヘルスケア
向け

ソリューション

クロス
インダストリー
オファリング

クロス
インダストリー
オファリング
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Data DrivenPurpose Driven
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「働く」ことだけではなく、「仕事」と「生活」を

トータルにシフトし、Well-Beingを実現する

Work Life Shift
Concept

社員の高い
自律性と信頼をベース

固定的な場所や
時間にとらわれない
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Work Life Shift 3つの変革の柱

Smart Working
働き方の変革

Culture Change
働く意識の変革

Borderless Office
働く場の変革

• 勤務制度、手当、福利厚生、IT環境の全面
的な見直し

• ジョブ型人材マネジメント、キャリア
オーナーシップの導入

• 社員一人ひとりに対する役割や期待の
共有と適切な評価

• 心身の健康面へのサポート

• 目的に合わせ自由に選択できる環境の
整備

• オフィス面積を50％程度に削減
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働き方改革の変遷

2020

2021

働き方改革「Work Life Shift」発表
「仕事」と「生活」をトータルにシフトし、Well-Beingを実現
• 国内グループ従業員約8万人（当時）の基本勤務形態をテレワークに移行

「Work Life Shift2.0」発表
DX企業としての働き方の進化とイノベーションの促進

• 社外への一部オフィス開放 オフィスへの先端テクノロジー導入
• 自社実践を通じたお客様の課題解決

•  男性育児参加100%の推進 ワーケーション/副業の推奨

「Work Life Shift」のさらなる進化
に向けた首都圏拠点の機能見直し

   拠点機能の明確化とデータ活用による生産性の向上
• 本社機能を東京から川崎市に移転

• テレワーク勤務制度を正式導入

• サテライトオフィス「F3rd」を開始
• 男性社員含む全社員への育児休暇展開
• フレックス勤務制度を導入（1989年）

~2017

2024
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2019年頃のオフィス
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Office
フリーアドレスのレイアウト

コミュニケーションを重視したオフィス

F3rd X
お客様、パートナーとのコラボレーションの場

Dog Office
愛犬とともに働けるオフィス
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OFFICE

オフィスへの出社率

約 25 %
全社平均（2024年度）
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自社オフィス シェアードオフィス

約2,300拠点

約380,000 件
年間利用件数

ワークプレイスの構成 国内

約60拠点 約40拠点

オフィス

床面積 55% 減

拠点数 45% 減

全拠点リニューアル
2021~2023

サテライト
(社内)

2024年度時点

1件の単位は回数？人？
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北海道

伊那市

長崎県

糸魚川市

松江市

江田島市

東京都(多摩･島しょ地域)

福岡県

洲本市

美濃加茂市
福島県 

日向市 高知県

全国13の自治体と「富士通ワーケーションパートナーシップ」を
締結し、モニターツアー等を通じて地方創生に取組み中

(2025年9月時点)

ワーケーションの推進

働き方の変化

締結自治体

;フォーマット:キーワード(タブ)値1(タブ)値2…（いくつでもOK)
;キーワードは、Type,Maxvalue,Minvalue,Paisize,Title,#($)(系列名称)
;Type 1=円グラフ, 2=部分チャート Maxvalueが最大値(100%)でこれ以上はエラー。マイナス値は排除
;Type 4=棒グラフ, 5=積上げ棒グラフ,6=(未実装)横棒グラフ,7=(未実装)積上げ横棒グラフ
;Type 9=折れ線グラフ
;Maxvalue=グラフの最大値（この最大値が、スライドの高さの1/2サイズにスケール)
;Minvalue=(未実装)グラフの最小値でトリミング
;#: 系列
;#$:値を描画する場合は、#の次に$を追記。省略可
;自動改行に対応できるか？

Type 9 ;1=円グラフ, 2=paiチャート,4=棒グラフ, 5=積上げ棒グラフ,9=折れ線グラフ
Maxvalue 3000
Minvalue 0 ;未実装
Piesize 1cm ;部分チャートの帯サイズ
Title 2022年3月 2022年9月 2023年3月 2023年9月 2024年3月 2024年9月 2025年3月 2025年9月
#$単身赴任解消 1448 1669 1890 2009.5 2129 2239 2349 2426
#$家族事情 344 480 616 774 932 1058 1184 1281

1,448

1,890

2,129

2,349 2,426

344

616

932

1,184
1,281

3,000

1,500

0
3月

2022年 2023年 2024年 2025年
3月 3月 3月 9月

遠隔勤務の状況
（富士通グループ）

単身赴任解消

家族事情
(育児･看護･子供の療養など)

延べ人数
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出社目的の変化
;フォーマット:キーワード(タブ)値1(タブ)値2…（いくつでもOK)
;キーワードは、Type,Maxvalue,Minvalue,Paisize,Title,#($)(系列名称)
;Type 1=円グラフ, 2=部分チャート Maxvalueが最大値(100%)でこれ以上はエラー。マイナス値は排除
;Type 4=棒グラフ, 5=積上げ棒グラフ,6=(未実装)横棒グラフ,7=(未実装)積上げ横棒グラフ
;Type 9=折れ線グラフ
;Maxvalue=グラフの最大値（この最大値が、スライドの高さの1/2サイズにスケール)
;Minvalue=(未実装)グラフの最小値でトリミング
;#: 系列
;#$:値を描画する場合は、#の次に$を追記。省略可
;自動改行に対応できるか？

Type 5 ;1=円グラフ, 2=paiチャート,4=棒グラフ, 5=積上げ棒グラフ,9=折れ線グラフ
Maxvalue 1
Minvalue 0 ;未実装
Piesize 1cm ;部分チャートの帯サイズ
Title 20 2022年度 2023年度 a b
#$BAR1 0.717282262 0.725948323 0.721627099 0.777276826 0.796688934
#$BAR2 0.26994984 0.257742349 0.260422698 0.192966637 0.164972408
#$BAR3 0.012767898 0.016309327 0.017950203 0.029756537 0.038338658

出社の目的
対面コミュニケーション
頻度の満足度(年代別)

71.7%

72.6%

72.2%

77.7%

79.7%

27.0%

25.8%

26.0%

19.3%

16.5%

1.3%

1.6%

1.8%

3.0%

3.8%20代

30代

40代

50代

60代以上

0% 50% 100%

押印･郵便物等の事務作業

6%19%

適切である 増やしたい 減らしたい

20-30代 若手

オンラインでのコミュニケーション、
リレーション構築になじんでいる世代

40-60代 中堅/幹部

対面でのチームビルディング、リレーション維持を重視

チーム内のコミュニケーション

45%21%

2024年度2021年度

2024年度2021年度

2025年度
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週2回以上 68.5

週1回 69.8

月2回 68.1

月1回 69.2

3ヵ月の間で1回程度 68.7

直近3ヵ月一度も対面無し 68.3

適切だと思う 70.1

増やした方が良い 67.2

減らした方が良い 66.5

対面コミュニケーションとエンゲージメント

対面コミュニケーションの頻度 対面コミュニケーションの
頻度は適切ですか？

エンゲージメント
スコア平均値

エンゲージメント
スコア平均値

2024年度調査
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出勤状況 シェアードオフィス利用状況

ダッシュボードによるデータの可視化･分析

本日の出社率 出社率の時間推移 滞在時間

フロア別出社人数ランキング

組織別出社人数ランキング

フロア別出社人数 現在出社している社員

利用状況サマリー

利用料推移

個人別利用料
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社員による自発的なツールの開発

aerukamo

●●●

【機能例】

• 社員の各オフィスでの所在位置を可視化

• 「なかま」登録した社員の出社予定日を表示

• 会議室、個人作業ユニットの予約

• オンサイトイベントの開催と招待

オフィスの自由化で取りにくくなった

若手有志が開発し、社内実践を経てサービス化

「対面コミュニケーション」をサポート
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パーパス実現のため 全方位で変革

•既存事業の収益性向上

•事業ポートフォリオ最適化

•役員のGlobal配置

•グループ体制強化

•Work Life Shift

•ジョブ型マネジメント

•データドリブン経営

•非財務指標

•コミュニケーション

事 業 組 織 人 材 カルチャー
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Fujitsu Transformation フジトラ

「経営と現場が一体」となり、

全社･全員参加で取り組む自己変革プロジェクト

経営のリーダーシップ 現場が主役･全員参加 カルチャー変革
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フジトラ -プロジェクト体制

経営のリーダーシップ

現場が主役・全員参加

カルチャー変革

部門横断･グローバル･グループ横断

経 営

現 場

専任/兼務CEO室

DX Designer 46+名

R
id

g
e

lin
e

z

デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

人
材
開
発

広
報･

Ｉ
Ｒ

社
内
Ｉ
Ｔ

財
務･

経
理

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

技
術･

サ
ー
ビ
ス
企
画

事
業
管
理

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
企
画

政
策
渉
外

DXコミュニティ 9,000+名

650+名フジトラクルー

DXO設置部門数

DX Officer 総
務･

人
事

法
務･

知
財

財
務･

経
理

社
内
Ｉ
Ｔ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

Ｓ
Ｃ
Ｍ

研
究
所

品
質
保
証

事
業
管
理

事
業
戦
略

サ
ス
テ
ナ

開
発
統
制

広
報･

Ｉ
Ｒ

事
業
部
門
①

事
業
部
門
②

事
業
部
門
③

事
業
部
門
④

事
業
部
門
⑤

海
外
Ｒ
①

海
外
Ｒ
②

海
外
Ｒ
③

海
外
Ｒ
④

グ
ル
ー
プ
会
社
①

グ
ル
ー
プ
会
社
②

120+名

65部門

経営層との対話

30名

COOCFOCEO

CDXO CHRO
他

ステコミなど
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150テーマから生まれた30のフレームワーク
変革にまつわる暗黙知を試行錯誤を通じて形式知とし、横展開・最大活用

マインドセット DXスキル 制度 コミュニティー・組織 イベント 仕組み･仕掛け
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TOP FIRST プログラム

経営トップから実践 Purpose Carving
個人のパーパスを対話を通じて掘り当て言葉にする
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50,000

100,000

社内SNS Viva Engage の活用
⚫ オンラインでの手軽なコミュニケーションツールとして活性化

⚫ トップメッセージやコミュニティ活動など、情報共有基盤として定着

0
Mar Jun Sep Dec

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025
Mar Jun Sep Dec Mar Jun Sep Dec Mar Jun Sep Dec Mar Jun Sep Dec Mar Jun Sep Dec Mar Jun SepDec

利用者数

約10.6万人
(利用率85%)

出典:VivaEngage利用状況(月次),CDU提供

コミュニティ数

約5,500
(2024年3月時点)

Viva Engage利用者数推移
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タウンホールミーティングの強化

集合形式（COVID-19以前）

ハイブリッド形式

自社スタジオからオンライン配信

海外拠点での実施
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気づき・課題

経路依存性

経営チームの真の一体感

社員エンゲージメント

心理的安全性

戦略の自分事化

01

02

03

04

05
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エンゲージメント指標

• eSat（充実感） 
• Recommend（推薦）
• Pride（誇り）
• Purpose（やりがい）

* テクノロジー業界のグローバル平均

エンゲージメントスコア推移

6月：パルスサーベイ
12月：フルサーベイ

;フォーマット:キーワード(タブ)値1(タブ)値2…（いくつでもOK)
;キーワードは、Type,Maxvalue,Minvalue,Paisize,Title,#($)(系列名称)
;Type 1=円グラフ, 2=部分チャート Maxvalueが最大値(100%)でこれ以上はエラー。マイナス値は排除
;Type 4=棒グラフ, 5=積上げ棒グラフ,6=(未実装)横棒グラフ,7=(未実装)積上げ横棒グラフ
;Type 9=折れ線グラフ
;Maxvalue=グラフの最大値（この最大値が、スライドの高さの1/2サイズにスケール)
;Minvalue=(未実装)グラフの最小値でトリミング
;#: 系列
;#$:値を描画する場合は、#の次に$を追記。省略可
;自動改行に対応できるか？

Type 9 ;1=円グラフ, 2=paiチャート,4=棒グラフ, 5=積上げ棒グラフ,9=折れ線グラ
フ
Maxvalue 20
Minvalue 0 ;未実装
Piesize 1cm ;部分チャートの帯サイズ
Title 19年12 20年12 21年6 21年12 22年6

22年12 23年6 23年11 24年6 24年11
25年6

#$海外 68 75 74 74 75
77 76 76 75 74
74

#$国内 61 65 64 64 64
64 64 65 65 65
67

#$平均 63 68 67 67 68
69 68 69 68 68
69

2025年6月 パルスサーベイ実施

International

Japan

業界平均*75目標値

ALL

2019 2020 2021 2022 2023
12月 6月12月 12月 6月 12月 6月 12月6月12月

2024 2025
6月

74(±0)

67(+2)

68

75
74 74

75

77
76 76

75
74

61

65
64 64 64 64 64

65 65 65

63

68
67 67

68
69

68
69

68 68
69(+1)

※ 2024年6月以降のサーベイは、
eSat(充実感) とRecommend(推薦)の
2つのエンゲージメント指標を対象
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Thank you
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